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1 この文書について

この文書はコミュニティ版 pLATEX2ε <2016/06/10>

について、pLATEX2ε <2016/05/07>からの更新箇所を

まとめたものです。以前のアスキー版の変更点について

は、plnews*.texやChanges asciimw.txtを参照してくだ

さい。コミュニティ版の変更点については、plnewsc*.tex

を参照してください。LATEXレベルでの更新箇所は、

LATEXに付属の ltnews*.texなどを参照してください。

2 アクセント文字のバグ修正

pLATEX <2016/05/07>で「縦組で「Å」が乱れるバ

グの修正」を導入しましたが、この変更で「すべての

合成文字でリガチャやカーニングがきかない、周囲に

\xkanjiskipが入らない、ucsパッケージが使えない」

などという不具合が入ってしまいました。この問題を

修正しました (Issue #5) 。

3 8-bitフォントエンコーディング

の欧文文字周囲のスペース

アスキー版 pLATEXが作られた頃に比べて、最近は

T1エンコーディングなどの 8-bitフォントエンコーディ

ングが多く用いられるようになりました。128–255の文

字は欧文文字ですので、新しいフォーマットでは周囲に

\xkanjiskipが入るように kinsoku.texで \xspcode=3

に設定しました。これは、奥村さんの jsclassesや田中

さんの upLATEXと同等の対処です (Issue #6) 。

4 pfltraceパッケージの追加

LATEX <2014/05/01>で、fltraceパッケージが追加

されました。これは LATEXカーネルのソースに隠れて

いたフロート配置アルゴリズムのトレースに使うコー

ドをパッケージの形に抽出したもの1で、実は pLATEX

カーネルのソースにも同様に隠れていたコードがあり

ました。これを取り出したものが pfltraceパッケージ

です。

フロートアルゴリズムの動作を確認したい場合は

\usepackage{pfltrace} \tracefloats

のように書きます。トレースを中断するには

\tracefloatsoff を使い、現在のさまざまなフロー

トパラメータの値を確認するには \tracefloatvals

を使います。実際の処理は fltraceパッケージを読み込

むことで行い、pLATEX特有の変更のみが pfltraceパッ

ケージに書かれています2。

5 その他の変更点

pLATEXの概要については platex.pdfを、実際のコー

ドは pldoc.pdf を参照してください。コードの変更履

歴も pldoc.pdf の末尾で確認できます。

6 開発版とバグレポート先

コミュニティ版 pLATEX と upLATEX はアスキー版

pLATEXとは異なりますので、バグレポートはアスキー

宛てではなく、日本語TEX開発コミュニティに報告し

てください。TEX ForumやGitHubの Issueシステム

が利用できます。

• https://github.com/texjporg/platex

• https://github.com/texjporg/uplatex

1参考：LATEX News Issue 21、ltnews21.tex
2フォント選択コマンドのトレースに使う ptrace パッケージと

tracefntパッケージ、過去の pLATEXのエミュレートに使う platex-
releaseパッケージと latexreleaseパッケージも、これと同様の関係
になっています。
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